
●『若者が「社会的弱者」に転落する』宮本みち子 洋泉社（2004年）
●『若者と仕事―「学校経由の就職」を超えて』本田由紀 東京大学出
版会（2005年）

●『Ｕ35世代―僕と仕事のビミョーな関係』サントリー次世代研究所
　日本経済新聞出版社（2005年）
●『格差社会―何が問題なのか』橘木俊詔 岩波書店（2006年）
●『脱「格差社会」への戦略』神野直彦、宮本太郎編 岩波書店（2006年）
●『検証・若者の変貌―失われた10年の後に』浅野智彦 勁草書房（2006年）
●『軋む社会―教育・仕事・若者の現在』本田由紀編 双風舎（2008年） 
●『格差社会を生きる―男と女の新ジェンダー論』杉井静子 かもがわ出
版（2008年）

●『論争 若者論』文春新書編集部 文春新書（2008年）
●『世代間連帯』上野千鶴子、辻元清美 岩波書店（2009年）
●『日本の雇用―ほんとうは何が問題なのか』大久保幸夫 講談社現代
新書（2009年）

●『格差社会という不幸』神保哲生、宮台真司、山田昌弘他 春秋社
（2009年）
●『ワーキングプア―日本を蝕む病』NHKスペシャル『ワーキングプア』
取材班 ポプラ文庫（2010年）

●『「分かち合い」の経済学』神野直彦 岩波新書（2010年）
●『生き方の不平等―お互いさまの社会に向けて』白波瀬佐和子
　 岩波新書（2010年）
●『ひきこもりから見た未来』斎藤環 毎日新聞社（2010年）
●『くらべない幸せ―「誰か」に振り回されない生き方』香山リカ
　大和書房（2010年）
●『世代間格差ってなんだ―若者はなぜ損をするのか？』城繁幸、
　小黒一正、高橋亮平 PHP研究所（2010年）
●『未来思考―10年先を読む「統計力」』神永正博 朝日新聞出版
　（2010年）
●『社会力を育てる―新しい「学び」の構想』門脇厚司 岩波新書（2010年）
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